
認知症とともに生きる社会

～ウィズコロナ、認知症支援のこれから～

社会福祉法人東翔会
グループホームふぁみりえ
大谷るみ子



●大牟田市の人口
約210,000人 ⇒ 112,231人

（1960年） （2020年10月）

●高齢者数 41,258人

高齢化率 36.8％

●世帯数 56,308戸

高齢者のいる世帯 30,401戸 （53.9％）

高齢者単身世帯数 14,739戸 （26.1％）

●面 積 81.45㎡

●公立小学校区数 19小学校区

●公立中学校区数 8中学校区

●地縁組織加入率 47.8％

＊ 2020年10月現在

福岡県大牟田市の概況
～やさしさとエネルギーあふれるまち・おおむた～

福岡県大牟田市

かつては炭鉱のまち
（平成９年三池炭鉱閉山）

今、大牟田は
人にやさしいまちへ

宮原坑(世界文化遺産)



１．認知症だから仕方がない

２．認知症になると何もわからなくな
る

３．認知症は本人より周囲が大変
だ！

４．病気や症状ばかりに着目し、問
題行動にのみ対処

５．家族や一部が抱え込み、負担が
増大

６．行政や病院、施設にお任せ！

１．認知症でも治療やケアの効果
が期待できる

２．認知症でも感情や心身の力が
豊かに残っている

３．本人中心、本人理解が基本

４．病気や症状ではなく認知症の
「人」に着目

５．専門職と地域がチームで関わる

６．地域全体で見守る

大牟田市認知症ライフサポート研究会 ～21 年間の活動～

認知症コーディネーター養成研修
地域認知症サポートチーム

小中学校絵本教室
ほっと・あんしんネットワーク

認知症本人交流会
メモリーウォーク

地域包括ケア 地域共生社会

年老いても認知症でも、誰もが安心して暮らせる社会

オールドカルチャー ニューカルチャーパーソンセンタードなケア、社会へ



イギリス

Tom Kitwood「パーソンセンタードケア」

認知症の疾患としての対処 → 認知症をもつ人の理解、その人を

トータルで考える

・ その人らしさ（パーソンフッド）を尊重したケア

・人や社会とのつながりの中で、互いに認め合い、共感し、与える

だけでなく、与えられるケア

故長谷川和夫先生「認知症ケアは、温もりのあるあたたかい絆である」



入
居
か
ら
2
～
3
ヶ
月

「こ
こ
は
監
獄
！
自
由
じ
ゃ
な
か
け
ん
！
」

私
は
、
な
ん
で
こ
こ
に
に
お
る
と
？
（何
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帰

ろ
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と
さ
れ
る
）娘
は
、
私
に
何
も
言
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
。
情
け
な
い
！

➡
娘
さ
ん
と
共
に
、
入
居
に
な
っ
た
理
由
を
本
人
に
話
す

こ
と
に
し
た

入
居
か
ら
１
～
２
年
が
経
っ
て

「
職
安
に
行
っ
て
く
る
よ
」「仕
事
が
し
た
い
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食

堂
く
ら
い
、
で
き
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よ
」

➡
試
し
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
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カ
レ
ー
の
店
を
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め
た
。

月
に
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回
だ
が
、
日
々
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楽
し
み
と
い
き
が
い
に
な
っ
た

入
居
か
ら
5
～
6
年

「
私
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で
一
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作
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秀
で
、
一
生
懸

命
働
い
た
」
「
会
社
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人
た
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ら
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ら
れ
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と
よ
」

➡
年
に
1
回
の
社
友
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に
出
席
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、
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交
を
深
め
る
。
毎

年
服
を
新
調
し
、
事
前
に
会
社
の
人
と
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談
、
な
じ
み
の

人
と
同
席

多
く
の
人
に
声
か
け
ら
れ
て
、
一
番
の
楽
し
み

に
な
っ
た
（可
能
な
限
り
継
続
）

入
居
か
ら
10
年

（花
が
お
好
き
だ
っ
た
の
で
、
花
壇
を
つ
く
る
こ
と

を
提
案

「う
ふ
ふ
・・・」「よ
か
ね
～
」「花
は
好
き
・・・」

➡
花
壇
づ
く
り
、
季
節
の
花
々
を
植
え
、
毎
日
の
水
や

り
を
一
緒
に
行
う
。
家
族
や
な
じ
み
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
何
よ
り
の
楽
し
み
に
な
る

入
居
か
ら
15
年
以
上
が
経
っ
て

自
分
の
意
思
を
、
時
に
言
葉
で
、
時
に
う
な
づ
い
た

り
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首
を
横
に
振
っ
た
り
、
目
を
伏
せ
た
り
し
て
意

思
表
示
を
さ
れ
る

➡
乳
が
ん
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断
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受
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ら
れ
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
続
け

な
が
ら
、
日
々
の
な
じ
ん
だ
暮
ら
し
を
継
続

グループホーム～入居から18年間の長い年月に寄り添う

～パーソンセンタードケア、日々の権利擁護の実
践～



人材育成とライフサポート

❖大牟田市認知症ライフサポート研究会・・・市と協働し人材育成に取
組

❖デンマークをモデルにした認知症コーディネーター養成研修～パーソ
ン センタードケアのけん引役、まちづくりの推進者の育成

❖２００３年スタート ～ 現在、１８・１９期生が学んでいる。２年
間、約３８０時間の長丁場の研修・・・共通の価値観と共通のミッショ
ンを育てる

１５５名の修了生が市内のさまざまな事業所、分野で認知症ケアに従
事

初期から終末まで、認知症の人が辿る先々で連携、支援

パーソンセンタードな社会をつくるために



健康づくり・介護予防 地域支援事業 介護保険事業

かかりつけ医
もの忘れ相談医

訪問歯科、まちかど相談薬局

専門医
在宅療養
支援診療所

急性期病院・精神科病棟

認知症治療病棟

認知症疾患
医療センター

地域包括支援センター

認知症カフェ・ＤＬＢカフェ

もの忘れ
相談検診

訪問介護・訪問リハビリ・訪問看護

家族

短期入所・特養・地域密着特養・老健

地域認知症サポートチームと認知症コーディネーターによる個別支援

通所介護・通所リハビリ・認知症デイ

介護予防拠点・地域交流施設、成年後見センター、NPOライフサポートセンター、居住支援協議会、
大牟田ほっと・安心ネットワーク、小学校２０校区の住民ネットワーク、小
中学校での絵本教室、生活支援コーディネーター、相談支援包括化推進員など

小規模多機能型居宅介護

認知症高齢者グループホーム

本人交流会・本人ミーティング

サ高住・有料老人ホーム

居宅介護支援事業所

在宅介護者の会
家族の集い・語らう会

本人

認知症
コーディネーター

職場・同僚、趣味仲間、サークル、地域住民、民生委員、老人クラブ、住民サロン、校区独自の地域活動など

認知症何でも相談

健康期・MCI（初期） 中期（中重度） ターミナル期

認知症
コーディネーター

http://srd.yahoo.co.jp/MMSIMG/Q=%A5%A4%A5%E9%A5%B9%A5%C8+%B9%E2%CE%F0%BC%D4/U=http:/www.city.niigata.niigata.jp/info/kenzou/kenko/group/TYANOMA.JPG/O=5df985ad3940c17c/P=121/C=aht51oh1vsvht&b=2/F=f/I=yahoojp/T=1160744671/SIG=12b9c5n6m/*-http:/www.city.niigata.niigata.jp/info/kenzou/kenko/group/TYANOMA.JPG


行方不明のリスクが高くなった在宅生活の事例

78歳 女性 要介護度１ アルツハイマー型認知症

Bさんは夫が亡くなった後、一人暮らし。長男は関東在住。

行方不明のリスクが高まり、施設入所もやむを得ない？

本人は「長年暮らした家で暮らし続けたい」と願っていた。

在宅生活と施設入所の分岐点

ケアマネージャーの思い～本当に今が施設入所の時なのか？



Bさんの在宅生活を支える地域サポートチーム

Ｙさんの願い
・この家でずっと暮らしていきたい。

・近所は親切で良くしてくれる。こ
の関係を続けていきたい。

・この辺りなら一人でも歩ける。散

歩が大好き。

ヘルパー
デイケア

地域包括
支援センター

主治医
専門医

訪問
看護

民生委員

警察

地域住民

なじみ
の商店

本人を含めたミーティング

中学生サポーター

馴染みの隣人

ケアマネ
ジャー

認知症コーディ
ネーター

Ｂさん



絵本「いつだって心は生きている～大切なものを見つけよう」
一つ一つの物語で伝えたかったこと

認知症のおじいさん・おばあさんの気持ち、家族への愛情や、温かく見守るボク
（主人公）や家族、地域の姿が描かれています

３つの物語 Three stories 

第1話 Episode 1

こわい夢 本人の願い、家族への愛情

第2話 Episode 2

くしゃくしゃ笑顔とやさし顔
できることに目を向けること、認知症の人への目線

第3話 Episode 3

ぼくのおじいさんは冒険家
その人らしさを地域の中で受け止める地域のつながりの大切さ



１．高齢者を敬う気持ちを育てる

２．困っている人や友達への思いやりの心を育てる

３．障害があっても認知症であっても、一人の人として大切な存在である
ことを学ぶ

４．共に支え合う地域社会の大切さを学ぶ・・・地域共生社会をつくろう！

【子どもたちも家族の一員、地域の一員】

５．認知症について正しく理解する

絵本に描いているのは
認知症の人へのまなざしと社会のあり様

１８年目になる絵本教室の目的は？



Sustainable
Development
Goals

＝持続可能な開発目標

住み続けられる
まちづくり

誰も排除しない
認知症であろうとなかろうと
みんなが繋がって
暮らせるまち

SDGsにコミットした取り組みに～り子ども世代は、まちづくりに欠かせない



ウィズコロナ：絵本教室と認知症の本人との交流

大牟田市の絵本「いつだって心は生きている」を活用して絵本教室実施

インターネットなどで認知症について調べる➡ふぁみりえとのオンライン学習

「認知症の種類は？」「何故後ろから声かけるのはよくないの？」「怒り出したら、どう接するといいの？」など

認知症学習の一環でグループホームや小規模多機能ホームの利用者との交流

「認知症」という病気ではなく「人」に目を向けることができる

認知症

人

人

認知症

みんな笑顔で
楽しそうだった 一生懸命に

答えてくださっ
た

家庭科を習い
たい！



ウィズコロナ：地域のつながりをつくろう・・・宮原中学校ボランティア部との交流

準備段階 ・・・ 利用者及び家族への説明と同意（口頭） ➡ 自己紹介用のボード作成
本人が中学生と一緒にできることについて話し合い
本人と中学生への質問を考える

８月１日 ・・・ みんなで自己紹介、プロフィールの紹介
中学生には「今ははまっていること、好きな芸能人など）
クイズやしりとりゲーム
ボランティア部のこれまでの活動を教えてもらう
一緒にどんなことができるか話し合う

認知症の本人
とともにつくる

中学生＆高齢者がコラボしてボランティア活動をしていこう！
１０月１４日 シトラスリボンを中学生のガイドで作成

１１月１９日・・・コロナと闘う南筑後保健所の皆さんへ
プレゼント

子どもたちと本人が
出会い

ともに「何か」に取り
組む



18年目の大牟田市ほっと・安心ネットワーク
認知症ＳＯＳネットワーク模擬訓練

認知症でも

安心して外出できる
まちへ

はやめ南人情ネットワークから全校区へ

大牟田から全国へ



16

大牟田市ほっと・安心ネットワーク
（１８年目になる模擬訓練を通してつくった住民活動）

１．認知症の人と家族を支え、日頃から見守る地域の意識を
高め認知症の理解を促進していく

２．認知症により道に迷ってしまう高齢者を隣近所、地域ぐ
るみ、多職種協働により可能な限り、声かけ、見守り、
保護していく実効性の高いしくみの充実

３．認知症になっても安心して暮らせるために、「認知症に
なっても安心して外出できるまち」を目指していく

毎年、課題を抽出し、目的を再確認してきた



模擬訓練によって目指してきたことは？

目
的
や
意
味
の
有
る
行
動

地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
る
姿

生
活
リ
ス
ク
と
し
て
行
方
不
明
が
発
生

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
姿

「家
に
帰
り
た
い
」「買
い
物
へ
行
く
」

「子
供
を
迎
え
に
行
く
」

日
頃
か
ら
の
周
辺
地
域
の
見
守
り
・声
か
け

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
見
守
り
・捜
索

認
知
症
に
優
し
い
社
会
の
実
現

このことを地域住民に
伝えたかった

「人」として理解する

認知症の人に共感し、な
じみの地域で理解し、応
援してくれる人をつくりた

かった

いざというときに自分た
ちだけでなく、地域全体
で支えてほしかった

認知症の人もそうでない人も隔て
なく水平の関係で繋がり合える

まちをつくりたかった



「徘徊」という名称を使わないことについての意見交換（平成27年6月）での主な意見

当事者団体が発足し、人権を守るために活動されていることを知り、「徘徊」という言葉を使
わないとする市の姿勢に納得した。

大牟田は今、小中学生や高校生といった次世代につながるまちづくりを行っている。次世代
にしっかりと尊厳を考えたまちづくりを伝えていく上で、「徘徊」を使わないことに賛成だ。

以前、テレビの取材の依頼を受けて、当事者と家族に、「徘徊」されている姿を取材していい
かと了解をもらわないといけなかったが、 『あなたが「徘徊」しているところを取材させて欲し
い』とはどうしても言えなかった。何か「徘徊」という言葉を使うことに違和感があった。

２０１５年、転換期
「徘徊」という言葉を使わない意義

JR東海列車事故裁判をきっかけに、知症＝徘徊＝問題行動＝社会的排除
➡大牟田からもう一度社会に呼び掛けよう！

２０１４年日本初の当事者団体:日本認知症ワーキンググループが発足 ➡当事者の声を大事に使用！
（大牟田でも２０１０年に本人交流会が活動を開始していた）



そして今、模擬訓練の転換期
大牟田がトップランナーとなって

地域の見守りや支え合うまちづくりが大切だということが、間違い
なく価値のある時代があった
これからの模擬訓練は、どうあるべきか、まさに転換期

２０１８年・・・徐々に地域から湧き上がってきた声
認知症になった人から見ると、何かが違う
「あんな風に、かまわれたくない」
「声のかけすぎ」「見守られたくない」

２０２０年・・・コロナ禍、一部の校区のみ、伝達訓練のみ
２０２１年・・・コロナ禍、情報伝達のみ

認知症になった
人が参加したく

ない



丹野智文さんの言葉：本人発信、社会参加の意
味

診断直後から、認知症の重度のイメージとひとまとめにされて、守らなければならないと人と
されてしまう

それは周囲の心配や優しさかもしれない

「1人で外出するのを止められる」「財布を持つのを止められる」「子ども扱いされる」

「見守り」のはずだったけれど、いつの間にか管理や監視の対象とされる、水平の関係では

なく、保護の対象とされてしまう ➡ そのことが、本人の力・希望を奪ってしまうのでは？

守られるのではなく、目標達成のためのサポート

自分の思いや希望を伝えながら、
味方になってくれる人を身近な地域で見つけ、一緒に歩んでいきます！



当事者の社会参加
当事者とともにつくる
認知症とともに生きる

なじみの人、親しい人だから共感
できる
地域の一員として誰も排除しない

病気ではなく「人」の理解＝
「人としてどう生きられるか」

地域の中で
伝え続ける、議論し合え
る取り組みの重要性

地域とつながって
地域とともに考え、
築いていく

認知症になって何も
わからない人

↓

認知症になっても、昔から
知っているなじみの〇〇さん

伝え続けること、議論し続けること

認知症施策は、誰のための、



まちづくりの途中、こんな問いかけ

認知症の人が気兼ねなく立ち寄ったり、参加できる「場」が
ありますか？

認知症の人が発言したり、役割が持てるような機会をつくっ
ていますか？

認知症の人が安心して外出できていますか？

認知症の人や介護家族が、周囲に気軽にＳＯＳを出せてい
ますか？



まちづくりの途中、こんな問いかけ

認知症の人や家族に対する偏見を無くすために、どうしたらい
いか、考える機会を作っていますか？

模擬訓練や認知症サポーター講座が、認知症の人の気持ちや
声を知ることを重視したものになっていますか？

認知症の人が意見を出し、参加しやすい模擬訓練になるには、
どうしたらいいか、話し合う場をつくっていますか？

多世代、多分野、多職種が学び合い、集い合う場や機会ができ
ていますか？



おれんじドア
－ご本人のためのもの忘れ総合相談窓口－

診断直後からの支援

認知症と診断された人の、
その不安を一緒に乗り越えられたら…

認知症の診断を受けて、これから先、どうなるのだろうと不安で仕方がなかった
とき、私を前向きにしてくれたのは、私より先に診断を受け、その不安を乗り越え
てきた認知症当事者の方々との出会いでした。この「オレンジドア」には、もの忘
れなどで不安を抱えた方や認知症と診断されたご本人に、ぜひ足を運んでいた
だきたいと思います。
私もお待ちしています。（おれんじドア実行委員会代表 丹野智文）



仙台市認知症サポーター講座
テキストより認知症当事者丹野智文さんの言葉

認知症のことを勉強すると、「何かをしてあげなければいけ
ない」「支援してあげなければならない」「サポートしてあげ
なければならない」となってしまう。

できないことだけサポートしてもらって、できることを一緒に
するという考えをもってもらえたら、そういう方々を「パート
ナー」と私は呼んでいます。



認知症支援を振り返ってみると

医療モデル

専門的管理

病院、特養

生活モデル

個別支援

宅老所

グループ
ホーム

社会モデル

本人視点

地域で暮らし
続ける支援

1980年代

1990年代

2000年代

2010年代

2015年代 2020年代

地域社会モデル
地域包括支援体制
地域協働
地域密着型サービス

オレンジプラン

本人主体
本人ミーティング
本人交流会
認知症地域支援体制

新オレンジプラン

本人発信支援
本人の意思決定支援
社会参加
認知症とともに生きる
希望宣言

認知症施策推進大綱



２０１９年～認知症施策推進大綱
認知症になっても希望をもって日常生活を過ごせる社会を目指す

２００４年 ADI京都 福岡の越智俊二さんが初めて当事者として思いを語りました
２００６年 日本初の本人(１０人）ミーティング
２０１０年 大牟田初の本人交流会発足～一人の当事者の思いから
２０１４年 日本初の日本認知症ワーキンググループ発足

(一般社団法人日本認知症本人ワーキンググループJDWG）

２０１５年 JR東海列車事故裁判に向けた声明発信（JDWG）
大牟田市から「徘徊」を使わないという波

２０１７年 メモリーウォーク大牟田宣言 ※

２０１８年 メモリーウォーク大牟田宣言 ※

当事者主体へのパラダイムシフト その歩み



一人のご本人の「同じ病気の仲間と語り合いたい」という声から始まった

・毎月1回（定例会）
・当事者5～６名程度の集まり
・本人同士の情報交換、交流、社会参加活動
・他県の仲間とのつながり
・厚生労働省当事者研究チームに参加

２０１０年５月発足～２０２０年３月
本人交流会「ぼやき・つぶやき・元気になる会」

２０２１年～全国各地に、本人交流会や本人ミーティングが広がっている



当事者

プロジェクト

様々なセクター

2019年～認知症の人と共に歩む街づくり



今まで言えなかったこと、あきらめてたこと

・認知症と診断され、その日から多くの人から「大丈夫
か」と言われた。その前の日とは何も変わっていない。
それが原因で眠れぬ日々を過ごした。

・認知症と言われ、不安で、不安で、仕方なかった。テ
レビを見ても絶望的。図書館に行ったが本はなかった。

・もっと、社会で働ける。自分にできることはある。
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認知症施策推進大綱＝国家戦略
認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指す

新オレンジプラン 認知症施策推進大綱

認知症にやさしい社会を目指す ➡ 認知症の本人が希望をもって過ごせる社会

医療・介護・福祉分野が主 ➡ 社会全体として総合的に創造していく

「予防」とは、認知症にならないことを目指すという意味ではなく、認知症は避けては通れな

い、みんなが「備える」という意味

「共生」 とは、本人が認知症とともに「希望を持ってよりよく生きること、本人と地域社会が

共に生きること

認知症であろうとなかろうと、誰もがつながって「前に進む

（２０１７大牟田市メモリーウォーク宣言）

共生 予防＝備え



認知症施策５つの柱
１．普及啓発・本人発信支援 ・・・ 「認知症とともに生きる希望宣言」「認知症の本人希望大使」

２．予防

３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

４．認知症バリアフリーの推進 ➡ 若年認知症の人への支援、社会参加支援

５．研究開発・産業促進・国際展開

団塊世代が７５歳以上になる２０２５年までに

２０２２年に進捗を確認：本人視点で、本人評価を



これからの認知症支援に向けて
・従来の事業や活動を施策にあてはめていく、数字を指標にするということからの発想の転換

研修事業の拡大ではなく、研修の内容、方法の見直し→目指す社会に向けて

認知症サポーター養成・・・内容はほんとうにこれでいいのか？

オレンジチューター、オレンジコーディネーター、認知症サポーター、キャラバンメイト、認知症地域支援推進員、

生活支援コーディネーターなど、多くの人材をどう活かす？

・本人発信支援、本人参加をどのように進めていくか、本人と考える。

コロナ禍だからできるオンラインミーティング

・施策と介護サービス現場の乖離・・・現場で今、何がおこっているのか、現場目線で課題を

共有する

・コロナ対策と災害対策がもたらした支援の課題・・・コロナを理由にあらゆる「繋がり」が途絶

えてはいないか？



認知症バリアフリー：身近なまちで

本人発信支援、社会参加
・ 診断直後から、本人同士が出会い、認知症を抱えて生きるこれからを応援する

・ 本人同士が集い、仲間を得、前向きに生きることを応援し合える

・ 認知症の人が働き続けるためのしくみをつくる

・ 認知症の人と地域住民が出会い、本人の声を聴く機会をつくる

・ 認知症の人が認知症の取り組みに参加し、認知症の本人の意見を取り入れる

・ 市役所の窓口の一つに、本人が相談者として「認知症本人相談窓口」をつくる

・ 認知症本人が気軽に情報にアクセスできるようにする

・ 本人から見るとどうか、発想の転換をしよう！世田谷区認知症とともに生きる希望条例

に学ぶ



世田谷区認知症とともに生きる希望条例
４つの視点
①今までの認知症の考え方を変える。

ひとりひとり（当事者、まわりの人たち）の「認知症についての考え方」が、認知症の症状を大きく左右し
ます。「認知症イコール絶望的」という「古い考え方」を、「認知症の方でも希望を持って生きることができ
る」という「新しい考え方」にチェンジすることが、ともによりよく暮らしていくための第一歩です。

②みんなが、この先の「そなえ」をする。

誰もが、認知症になる可能性があります。認知症になる前から、自分の思いや希望、意思をみんなで話し合
い（世田谷区の「私の希望ファイル」の取り組み）、認知症になっても、よりよく暮らすための「そなえ」を
しておくことが大事です。

③ひとりひとりが希望を大切にしあい、ともに暮らすパートナーとして支え合う。

認知症の人も、認知症でない人も、いつまでも希望を持ち続けられるように、「サポーター（支援者）」と
いうよりも、「パートナー（伴走者）」として、お互いを尊重し合うことが大事です。

④認知症とともに今を生きる本人の希望と、当たり前に暮らせること（権利・人権）をいちばん大切に。

今までの古い考え方の中ではおろそかにされがちだった、認知症の方の「希望」「権利」「人権」をいちば
ん大切にし、安心して認知症になれる地域をつくっていく



世田谷区 認知症とともに生きる希望条例
（基本理念）

第３条認知症施策を推進するための基本理念（以下「基本理念」という。）は、次のとおりとする。

⑴本人一人ひとりが自分らしく生きる希望を持ち、どの場所で暮らしていてもその意思と権利が尊重さ
れ、本人が自らの力を発揮しながら、安心して暮らし続けることができる地域を作る。⑵区民、地域団体
、関係機関及び事業者（以下「区民等」という。）が認知症に対し深い関心を持ち、自らのことと捉え、自
主的かつ自発的な参加及び協働により地域との関わりを持つことで、認知症とともにより良く生きていくこ
とができる地域共生社会の実現を図る

（区民の参加）第５条区民は、認知症とともに生きることに希望を持ちながら、より良く暮らしていくため
の備えとして、認知症に関する知識を深め、自らの健康づくりに役立てるため、区、地域団体等の取組に
積極的に参加するよう努めるものとする。 ２区民は、認知症になってからも自分らしくより良く暮らしていく
ための備えとして、私の希望ファイルに係る取組等を行うよう努めるものとする。 ３区民は、パートナー（
本人を理解し、本人とともに歩み、支え合う者をいう。以下同じ。）であるという意識を持つよう努めるもの
とする。 ４本人は、区民等の認知症に対する理解を深めることができるよう、自らの意思により、自らの
体験、考え、意見等をその家族、本人と日常生活において密接な関係を有する者 （以下「家族等」という。
）その他区民等に発信するよう努めるものとする



おわりに

あなたは、自分のまちの意識（認知症観）と、しくみと、備えで、安心して認知症の人生を歩いて
いけますか？

認知症支援は、社会のあり様、人のあり様を映し出すものでもあります。

ウィズコロナ＝安心して認知症になれる社会


